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(57)【要約】
【課題】撮影された被写体に応じて、撮像画像を記録媒
体に容易に分類すること。
【解決手段】複数のメモリカードＣ１、Ｃ２に記録され
ている人物被写体像の中に、撮像部１８により取得され
た人物被写体像と一致するものがあるか否かを判断し、
一致するものがあると判断された場合に、撮像部１８に
より取得された人物被写体像を、当該人物被写体像と一
致する人物被写体像を記録しているメモリカードの方に
記録させる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を取得する撮像手段と、
　特定の被写体像をそれぞれ記録した複数の記録媒体と、
　前記複数の記録媒体に記録されている特定の被写体像の中に、前記撮像手段により取得
された被写体像と一致するものがあるか否かを判断する第１の判断手段と、
　前記第１の判断手段により一致するものがあると判断された場合に、前記撮像手段によ
り取得された被写体像を、当該被写体像と一致する前記特定の被写体像を記録している前
記記録媒体に記録させる記録制御手段と、
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記複数の記録媒体に記憶されている前記特定の被写体像から特徴情報を取得する第１
の取得手段と、
　前記撮像手段により取得された被写体像から前記特徴情報を取得する第２の取得手段と
、を備え、
　前記第１の判断手段は、
　前記第１の取得手段により取得された特徴情報と、前記第２の取得手段により取得され
た特徴情報とが一致するか否かを判断することにより、前記複数の記録媒体に記録されて
いる特定の被写体像の中に、前記撮像手段により取得された被写体像と一致するものがあ
るか否かを判断する、
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記複数の記録媒体をそれぞれ装着する装着手段と、
　前記装着手段に予め装着されていた第１の記録媒体に代えて、当該第１の記録媒体と異
なる第２の記録媒体が、前記装着手段に装着されたか否かを判断する第２の判断手段と、
を備え、
　前記第１の判断手段は、
　前記第２の判断手段により前記第２の記録媒体が前記装着手段に装着されたと判断され
た場合、前記第２の記録媒体を含む前記複数の記録媒体に記録されている特定の被写体像
の中に、前記撮像手段により取得された被写体像と一致するものがあるか否かを判断する
、
　ことを特徴とする請求項１又は２記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記第１の取得手段は、
　前記第２の判断手段により前記第２の記録媒体が前記装着手段に装着されたと判断され
た場合、前記第２の記録媒体に記憶されている特定の被写体像から前記特徴情報を取得す
る、
　ことを特徴とする請求項３記載の撮像装置。
【請求項５】
　被写体像を取得する撮像手段と、特定の被写体像をそれぞれ記録した複数の記録媒体と
、を有する撮像装置のコンピュータを、
　前記複数の記録媒体に記録されている特定の被写体像の中に、前記撮像手段により取得
された被写体像と一致するものがあるか否かを判断する判断手段、
　前記判断手段により一致するものがあると判断された場合に、前記撮像手段により取得
された被写体像を、当該被写体像と一致する前記特定の被写体像を記録している前記記録
媒体に記録させる記録制御手段、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、複数の記録媒体を装着する撮像装置、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の記録媒体に撮像画像を記録できる撮像装置が知られている。例えば、特許
文献１には、静止画の記録モードが選択された場合には、小容量の記録媒体に撮像画像を
記録し、動画の記録モードが選択された場合には、大容量の記録媒体に撮像画像を記録す
る撮像装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００４－２２９１７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上述の従来の撮像装置は、記録モードに応じて撮像画像を各記録媒体に
分類しているだけである。そのため、ユーザが、被写体に応じて、撮像画像を複数の記録
媒体に分類したい場合、撮影画像の分類作業を手動で行う必要があり、手間を要するとい
う問題があった。
【０００４】
　そこで、本発明の目的は、被写体に応じて、撮像画像を複数の記録媒体に容易に分類す
ることができる撮像装置、プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の撮像装置は、
　被写体像を取得する撮像手段と、
　特定の被写体像をそれぞれ記録した複数の記録媒体と、
　前記複数の記録媒体に記録されている特定の被写体像の中に、前記撮像手段により取得
された被写体像と一致するものがあるか否かを判断する第１の判断手段と、
　前記第１の判断手段により一致するものがあると判断された場合に、前記撮像手段によ
り取得された被写体像を、当該被写体像と一致する前記特定の被写体像を記録している前
記記録媒体に記録させる記録制御手段と、
　を備えることを特徴とする。
【０００６】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の撮像装置において、
　前記複数の記録媒体に記憶されている前記特定の被写体像から特徴情報を取得する第１
の取得手段と、
　前記撮像手段により取得された被写体像から前記特徴情報を取得する第２の取得手段と
、を備え、
　前記第１の判断手段は、
　前記第１の取得手段により取得された特徴情報と、前記第２の取得手段により取得され
た特徴情報とが一致するか否かを判断することにより、前記複数の記録媒体に記録されて
いる特定の被写体像の中に、前記撮像手段により取得された被写体像と一致するものがあ
るか否かを判断することを特徴とする。
【０００７】
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の撮像装置において、
　前記複数の記録媒体をそれぞれ装着する装着手段と、
　前記装着手段に予め装着されていた第１の記録媒体に代えて、当該第１の記録媒体と異
なる第２の記録媒体が、前記装着手段に装着されたか否かを判断する第２の判断手段と、
を備え、
　前記第１の判断手段は、
　前記第２の判断手段により前記第２の記録媒体が前記装着手段に装着されたと判断され
た場合、前記第２の記録媒体を含む前記複数の記録媒体に記録されている特定の被写体像
の中に、前記撮像手段により取得された被写体像と一致するものがあるか否かを判断する
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ことを特徴とする。
【０００８】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の撮像装置において、
　前記第１の取得手段は、
　前記第２の判断手段により前記第２の記録媒体が前記装着手段に装着されたと判断され
た場合、前記第２の記録媒体に記憶されている特定の被写体像から前記特徴情報を取得す
ることを特徴とする。
【０００９】
　請求項５に記載の発明のプログラムは、
　被写体像を取得する撮像手段と、特定の被写体像をそれぞれ記録した複数の記録媒体と
、を有する撮像装置のコンピュータを、
　前記複数の記録媒体に記録されている特定の被写体像の中に、前記撮像手段により取得
された被写体像と一致するものがあるか否かを判断する判断手段、
　前記判断手段により一致するものがあると判断された場合に、前記撮像手段により取得
された被写体像を、当該被写体像と一致する前記特定の被写体像を記録している前記記録
媒体に記録させる記録制御手段として機能させることを特徴とする。　
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、被写体に応じて、撮像画像を複数の記録媒体に容易に分類することが
できる。　
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明に係る実施の形態を説明する。先ず、図１及び図２を参照して、撮像装置１の構
成を示す。
【００１２】
　図１は撮像装置１の概略構成を示した図である。図１に示す撮像装置１は、シャッタキ
ー１４Ａと、メニューキー１４Ｂと、セットキー１４Ｃと、表示部１５と、カードスロッ
ト１９Ａ，１９Ｂと、を備えて構成される。
【００１３】
　シャッタキー１４Ａは、画像を撮像するためのキーである。メニューキー１４Ｂは、撮
像装置１の各種設定を行うためのメニュー画面を表示させるためのキーである。セットキ
ー１４Ｃは、表示部１５に表示させる各種情報を変更するためのキーである。表示部１５
、カードスロット１９Ａ、カードスロット１９Ｂについては、後述する。
【００１４】
次に、図２を参照して、撮像装置１の内部構成を説明する。図２に示すように
、撮像装置１は、ＣＰＵ１１と、ＲＯＭ１２と、ＲＡＭ１３と、操作部１４と、表示部１
５と、記憶部１６と、通信部１７と、撮像部１８と、カードスロット１９Ａ、カードスロ
ット１９Ｂとを備えて構成され、各部はバス２０により接続されている。
【００１５】
操作部１４はシャッタキー１４Ａ、メニューキー１４Ｂ、セットキー１４Ｃ等で構成され
ている。カードスロット１９Ａ、１９Ｂには、それぞれ記録媒体としてのメモリカードＣ
１、メモリカードＣ２が装着されている。メモリカードＣ１には、人物Ａ、人物Ｂ、人物
Ｃの撮像画像が予め記録されている。メモリカードＣ２には、人物Ｄ、人物Ｅ、人物Ｆの
撮像画像が予め記録されている。
【００１６】
　ＲＯＭ１２は、ＣＰＵ１１の動作の動作に必要となる各種プログラム及び各種
データを記憶している。
【００１７】
ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２に記憶されているプログラムやデータをＲＡＭ１３に展開する
。ＣＰＵ１１は、このプログラムとの協働により各種動作を実行する。
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【００１８】
　ＲＡＭ１３は、プログラムを展開するためのプログラムエリア、操作部１４から入力さ
れるデータやＣＰＵ１１による各種処理結果などを保存するためのデータエリアなどを形
成するワーキングメモリである。　
【００１９】
　操作部１４は、シャッタキー１４Ａ、メニューキー１４Ｂ、セットキー１４Ｃなどの各
種キーを備えて、さらに表示部１５と一体となったタッチパネル部を備える。そして、こ
れらのキーなどが入力された場合には、その入力信号をＣＰＵ１１へ出力する。
【００２０】
　表示部１５は、液晶表示する液晶ディスプレイと、その表示制御部などで構成されてい
る。表示部１５は、撮像時に電子ファインダとして機能し、撮像部１８により撮像されて
出力された撮像画像がビデオ信号に変換されて、スルー画像としてライブビュー表示され
る。
【００２１】
　記憶部１６は、ハードディスク、半導体メモリ等により構成され、各種データを記憶す
る。
【００２２】
　通信部１７は、赤外線通信、コネクタ通信及び無線ＬＡＮ通信方式などにより、画像デ
ータなどのデータを外部機器と送受信する。
【００２３】
　撮像部１８は、撮像レンズなどの光学系と、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）などの
撮像素子と、撮像素子から出力された画像を画像処理する画像処理部とを備える。撮像レ
ンズなどの光学系を介して入射された被写体の像の光束が撮像素子に入射され、その撮像
素子から画像データの電気信号として出力され、その電気信号が画像処理部によりデジタ
ル化処理、画素補完処理、γ補正処理などを含む画像処理が施されて、デジタルの画像デ
ータとして出力される。
【００２４】
　カードスロット１９Ａは、メモリカードＣ１を着脱自在に装着し、ＣＰＵ１１から入力
される指示に応じてメモリカードＣ１内に記録されている各画像における被写体の画像情
報を読み出す。また、カードスロット１９Ｂは，１９Ａと同様の構成である。
【００２５】
　次に、撮像装置１において実行される第１の自動分類記録処理について説明する。第１
の自動分類記録処理は、撮像により生成した被写体の画像の記録先を、被写体に応じて、
メモリカードＣ１又はメモリカードＣ２に自動的に振り分ける処理である。
【００２６】
　ユーザにより所定の指示が操作部１４を介して入力されると、ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１
２から読み出されてＲＡＭ１３に展開されたプログラムとの協働により、図３及び図４の
フローチャートに示す第１の自動分類記録処理を実行する。
【００２７】
　先ず、撮像部１８を介して被写体のライブビュー画像であるスルー画像が取得され（ス
テップＳ１１）、取得されたスルー画像が表示部１５に表示される。そして、カードスロ
ット１９Ａに装着されたメモリカードＣ１に対応する特徴情報を、記憶部１６に記憶させ
るための登録処理１が実行される（ステップＳ１２）。
【００２８】
　ここで、図５を参照して、登録処理１について説明する。
　先ず、カードスロット１９Ａに装着されたメモリカード（メモリカードＣ１）に記録さ
れている各画像中の各人物被写体像が検出される（ステップＳ３１）。例えば、一般的な
人物のテンプレート画像を予めＲＯＭ１２に記憶させておき、このテンプレート画像と一
致度の高い画像領域を人物被写体像として検出する。
【００２９】
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　そして、検出された人物被写体像ごとに特徴情報が取得される（ステップＳ３２）。こ
の特徴情報の取得に際しては、ステップＳ３１において検出された各人物被写体像のデー
タから、所定の輝度情報や輝度分布情報等が特徴情報として取得される。無論、周知のア
イリスデータ取得技術や認識技術を用いて、人物被写体像における瞳の輝度分布情報であ
るアイリスデータが特徴情報として取得されるようにしてもよい。
【００３０】
　そして、検出された特徴情報が、カードスロット１９Ａに装着されたメモリカード（メ
モリカードＣ１）に対応する各特徴情報として、記憶部１６に記憶される（ステップＳ３
３）。図９に示すように、人物Ａ、人物Ｂ、人物Ｃの被写体像が、メモリカードＣ１に記
録されている。この場合、人物Ａ、人物Ｂ、人物Ｃのそれぞれの特徴情報が、メモリカー
ドＣ１に対応する各特徴情報として記憶部１６に記憶される。
【００３１】
　図３に戻り、カードスロット１９Ｂに装着されたメモリカードＣ２に対応する特徴情報
を、記憶部１６に記憶させるための登録処理２が実行される（ステップＳ１３）。
【００３２】
　ここで、図６を参照して、登録処理２を説明する。
　先ず、カードスロット１９Ｂに装着されたメモリカードＣ２に記録されている各画像中
の各人物被写体像が、ステップＳ３１における処理と同様にして検出される（ステップＳ
３４）。そして、検出された人物被写体像ごとに特徴情報が、ステップＳ３２における処
理と同様にして取得される（ステップＳ３５）。
【００３３】
　そして、検出された特徴情報が、カードスロット１９Ｂに装着されたメモリカードＣ２
に対応する各特徴情報として、記憶部１６に記憶される（ステップＳ３６）。図９に示す
ように、人物Ｄ、人物Ｅ、人物Ｆの被写体像が、メモリカードＣ２に記録されている。こ
の場合、人物Ｄ、人物Ｅ、人物Ｆのそれぞれの特徴情報が、カードスロット１９Ｂに装着
されたメモリカード（メモリカードＣ２）に対応する各特徴情報として、記憶部１６に記
憶される。
【００３４】
　図３に戻り、シャッタキー１４Ａの１回目の押下により発生する１回目の撮像指示を検
知したか否かが判断される（ステップＳ１４）。ステップＳ１４において、１回目の撮像
指示を検知していないと判断された場合（ステップＳ１４；ＮＯ）、ステップＳ２９へと
処理を進める。
【００３５】
　一方、ステップＳ１４において、１回目の撮像指示を検知したと判断された場合（ステ
ップＳ１４；ＹＥＳ）、撮像部１８の撮像素子に結像された被写体の画像に対し各種の画
像処理が施されて、１枚目の撮像画像としての１枚目の画像データが取得される（ステッ
プＳ１５）。
【００３６】
　そして、ステップＳ１５において取得された１枚目の撮像画像から、ステップ３１にお
ける処理と同様にして人物被写体像が検出され（ステップＳ１６）、検出された人物被写
体像から、ステップ３２における処理と同様にして特徴情報（輝度情報等）が取得される
（ステップＳ１７）。
【００３７】
　そして、１枚目の撮像画像から取得された特徴情報（ステップＳ１７において取得され
た特徴情報）と、記憶部１６に記憶されているカードスロット１９Ａに装着されたメモリ
カード（メモリカードＣ１）に対応する各特徴情報とが比較がされる（ステップＳ１８）
。
【００３８】
　引き続き、図４を参照して説明を続ける。ステップＳ１８における比較の結果、１枚目
の撮像画像から取得された特徴情報と一致するものが、記憶部１６に記憶されているメモ
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リカードＣ１に対応する各特徴情報中にあるか否かを判断される（ステップＳ１９）。一
致するものがあると判断された場合（ステップＳ１９；ＹＥＳ）、カードスロット１９Ａ
に装着されたメモリカードＣ１に、１枚目の撮像画像が記録される（ステップＳ２０）。
【００３９】
　例えば、図１０に示すように、ステップＳ１５において、人物Ａが写っている１枚目の
撮像画像が取得されたとする。この場合、１枚目の撮影画像は、２つのメモリカードＣ１
，メモリカードＣ２のうち、人物Ａを含む撮像画像を元々記録しているメモリカードＣ１
の方に自動的に記録される。
【００４０】
　一方、ステップＳ１９において、一致するものがないと判断された場合（ステップＳ１
９；ＮＯ）、つまり、１枚目の撮像画像から取得された特徴情報と一致するものが、記憶
部１６に記憶されているメモリカードＣ１に対応する各特徴情報中にない場合、ステップ
Ｓ２１へと処理を進める。
【００４１】
　引き続き、ステップＳ１７において取得された特徴情報と、記憶部１６に記憶されてい
るカードスロット１９Ｂに装着されたメモリカード（メモリカードＣ２）に対応する各特
徴情報とが比較がされる（ステップＳ２１）。
【００４２】
　この比較の結果、１枚目の撮像画像から取得された特徴情報と一致するものが、記憶部
１６に記憶されているメモリカードＣ２に対応する各特徴情報中にあるか否かが判断され
る（ステップＳ２２）。一致するものがあると判断された場合（ステップＳ２２；ＹＥＳ
）、カードスロット１９Ｂに装着されたメモリカードＣ２に、１枚目の撮像画像が記録さ
れる（ステップＳ２３）。
【００４３】
　例えば、図１１に示すように、ステップＳ１５において、人物Ｄが写っている１枚目の
撮像画像が取得されたとする。この場合、１枚目の撮影画像は、２つのメモリカードＣ１
，メモリカードＣ２のうち、人物Ｄを含む撮像画像を元々記録しているメモリカードＣ２
の方に記録される。ステップＳ２３の実行後、後述するステップＳ２５へと処理を進める
。
【００４４】
　一方、ステップＳ２２において、一致するものがないと判断された場合（ステップＳ２
２；ＮＯ）、記憶部１６に１枚目の撮像画像が記録される（ステップＳ２４）。
【００４５】
　そして、ステップＳ２０，ステップＳ２３，ステップＳ２４の実行後、カードスロット
１９Ａに装着されているメモリカードが変更されたか否かが判断される（ステップＳ２５
）。
【００４６】
　ステップＳ２５においては、ステップＳ３１，Ｓ３２における処理と同様にして、この
時点で、カードスロット１９Ａに装着されているメモリカードに記録されている各画像中
の各人物被写体像の特徴情報が取得される。そして、取得された特徴情報と、記憶部１６
に記憶されているメモリカードＣ１に対応する特徴情報とを比較する。比較の結果、取得
された特徴情報が、メモリカードＣ１に対応する特徴情報と異なっている場合に、カード
スロット１９Ａに装着されているメモリカードが変更されたと判断される。つまり、カー
ドスロット１９Ａに、メモリカードＣ１とは異なるメモリカード（以下、メモリカードＣ
３とする）が装着されたと判断される。
【００４７】
　ステップＳ２５において、カードスロット１９Ａされているメモリカードが、メモリカ
ードＣ３へと変更されたと判断された場合（ステップＳ２５；ＹＥＳ）、カードスロット
１９Ａに新たに装着されたメモリカードＣ３に記録されている人物被写体像の特徴情報を
更新登録するための更新処理１が実行される（ステップＳ２７）。
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【００４８】
　ここで、図７を参照して、更新処理１について説明する。
　先ず、カードスロット１９Ａに新たに装着されたメモリカードＣ３に記録されている各
画像中の各人物被写体像が、ステップＳ３１における処理と同様にして検出される（ステ
ップＳ４１）。メモリカードＣ３には、人物Ｇ、人物Ｈ、人物Ｉの撮影画像が予め記録さ
れているものとする。そして、検出された人物被写体像ごとに特徴情報が、ステップＳ３
２における処理と同様にして取得される（ステップＳ４２）。
【００４９】
　そして、検出された特徴情報が、メモリカードＣ３に対応する各特徴情報として、記憶
部１６に更新登録される（ステップＳ４３）。つまり、記憶部１６において、メモリカー
ドＣ１に対応する各特徴情報が消去され、メモリカードＣ３に対応する各特徴情報が新た
に記憶される。ステップＳ４３の実行後、図３に戻り、ステップＳ２９へと処理を進める
。
【００５０】
　一方、ステップＳ２５において、カードスロット１９Ａに装着されているメモリカード
が変更されていないと判断された場合（ステップＳ２５；ＮＯ）、ステップＳ２６へと処
理を進める。ステップＳ２６においては、ステップＳ２５と同様にして、カードスロット
１９Ｂに装着されているメモリカードが変更されたか否かが判断される（ステップＳ２６
）。つまり、カードスロット１９Ｂに、メモリカードＣ２とは異なるメモリカード（以下
、メモリカードＣ４とする）が新たに装着されているか否かが判断される。
【００５１】
　ステップＳ２６において、カードスロット１９ＢにメモリカードＣ４が装着されたと判
断された場合（ステップＳ２６；ＹＥＳ）、カードスロット１９Ｂに装着されたメモリカ
ードＣ４に記録された人物被写体像を更新登録するための更新処理２が実行される（ステ
ップＳ２８）。
【００５２】
　ここで、図８を参照して、更新処理２を説明する。
　先ず、カードスロット１９Ｂに装着されたメモリカードＣ４に記録されている各画像中
の各人物被写体像が、ステップＳ３１における処理と同様にして検出される（ステップＳ
４４）。そして、検出された人物被写体像ごとに特徴情報が、ステップＳ３２における処
理と同様にして取得される（ステップＳ４５）。
【００５３】
　そして、検出された特徴情報が、カードスロット１９Ｂに装着されたメモリカードＣ４
に対応する各特徴情報として、記憶部１６に更新記憶される（ステップＳ４６）。つまり
、記憶部１６において、メモリカードＣ２に対応する各特徴情報が消去され、メモリカー
ドＣ４に対応する各特徴情報が新たに記憶される。ステップＳ４６の実行後、図３に戻り
、ステップＳ２９へと処理を進める。
【００５４】
　一方、ステップＳ２６において、メモリカードＣ４が新たに装着されていないと判断さ
れた場合（ステップＳ２６；ＮＯ）、ステップＳ２９へと処理を進める。
【００５５】
　ステップＳ２９においては、操作部１４を介して受け付けられた所定の指示に基づいて
、第１の自動分類記録処理が終了されると判断される。第１の自動分類記録処理が終了さ
れないと判断された場合（ステップＳ２９；ＮＯ）、再びステップＳ１４へと処理を進め
る。
【００５６】
　図３に戻り、ステップＳ１４において、シャッタキー１４Ａの２回目の押下により発生
する２回目の撮像指示が検知された場合（ステップＳ１４；ＹＥＳ）、２枚目の撮像画像
が取得され（ステップＳ１５）、取得された２枚目の撮像画像から人物被写体像が検出さ
れ（ステップＳ１６）、検出された人物被写体像から特徴情報が取得される（ステップＳ
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１７）。
【００５７】
　そして、２枚目の撮像画像から取得された特徴情報と、記憶部１６に記憶されているカ
ードスロット１９Ａに装着されたメモリカード（メモリカードＣ１又はメモリカードＣ３
）に対応する各特徴情報とが比較がされる（ステップＳ１８）。
【００５８】
　引き続き、図４を参照して説明を続ける。ステップＳ１８における比較の結果、２枚目
の撮像画像から取得された特徴情報と一致するものが、記憶部１６に記憶されているメモ
リカードに対応する各特徴情報中にあるか否かが判断される（ステップＳ１９）。
【００５９】
　ここで、カードスロット１９Ａに装着されているメモリカードが、メモリカードＣ１か
らメモリカードＣ３へと変更されている場合、ステップＳ１９においては、２枚目の撮像
画像から取得された特徴情報と一致するものが、メモリカードＣ３に対応する各特徴情報
中にあるか否かが判断される。
【００６０】
　カードスロット１９ＡにメモリカードＣ３が装着されている場合において、２枚目の撮
像画像から取得された特徴情報と一致するものが、メモリカードＣ３に対応する各特徴情
報中にあると判断された場合（ステップＳ１９；ＹＥＳ）、カードスロット１９Ａに装着
されたメモリカードＣ３に、２枚目の撮像画像が記録される（ステップＳ２０）。
【００６１】
　例えば、カードスロット１９ＡにメモリカードＣ３が装着されている場合に、ステップ
Ｓ１５において、人物Ｇが写っている２枚目の撮像画像が取得されたとする。この場合、
２枚目の撮影画像は、２つのメモリカードＣ３，メモリカードＣ２のうち、人物Ｇを含む
撮像画像を元々記録しているメモリカードＣ３の方に自動的に記録される。
【００６２】
　一方、ステップＳ１９において、一致するものがないと判断された場合（ステップＳ１
９；ＮＯ）、つまり、１枚目の撮像画像から取得された特徴情報と一致するものが、記憶
部１６に記憶されているメモリカードＣ１に対応する各特徴情報中にない場合、ステップ
Ｓ２１へと処理を進める。
【００６３】
例えば、カードスロット１９ＡにメモリカードＣ３が装着されている場合に、図１２に示
すように、ステップＳ１５において、人物Ａが写っている２枚目の撮像画像が取得された
とする。この場合、２つのメモリカードＣ３には、人物Ａを含む撮像画像が元々記録され
ていないので、２枚目の撮影画像は、メモリカードＣ３に記録されない。
【００６４】
　引き続き、ステップＳ２１からＳ２９の再度繰り返す。
【００６５】
　そして、ステップＳ２９において、第１の自動分類記録処理が終了すると判断された場
合（ステップＳ２９；ＮＯ）、ＣＰＵ１１は、図３及び図４に示されるフローチャートに
従う動作を終了する。
【００６６】
　以上説明したように、本実施の形態によれば、メモリカードＣ１，Ｃ２に予め記録され
ている画像の中に、撮影により得られた撮像画像と一致するものがある場合、当該撮像画
像と一致する画像を予め記録しているメモリカードの方に撮像画像を自動的に記録させた
。これにより、ユーザは、被写体に応じて、撮像画像を複数の記録媒体に容易に分類する
ことができる。
【００６７】
　また、本実施の形態によれば、各カードスロットに装着される各メモリカードが変更さ
れた場合に、各カードスロットに装着される各メモリカードに対応する特徴情報を更新登
録した。これにより、記録媒体であるメモリカードが変更されても臨機応変に対応して、
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【００６８】
　また、上記実施の形態では、メモリカードを２つ備える場合やメモリカードを１つ備え
る場合について説明した。しかし、３個以上の複数のメモリカードを備える構成としても
よい。この場合、撮像された被写体に応じて、撮像画像の記録先を３個以上のメモリカー
ドから決定することとなる。
【００６９】
　また、上記実施の形態では、撮像された被写体の特徴情報と、記憶部１６予め記憶され
ているいずれかの特徴情報とが一致する場合、撮像画像を記憶部１６に記憶することなく
、メモリカードに記録することとした。しかし、一度撮像された撮像画像を一旦記憶部１
６に記憶した後、撮像された被写体をメモリカードに記録することとしてもよい。
【００７０】
　本発明は、上記実施の形態に限定されるものではない。上記の実施の形態における撮像
装置１の細部構成及び詳細動作に関しては、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可
能である。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明に係る第１の実施の形態における撮像装置を示す概略図である。
【図２】本発明に係る第１の実施の形態における撮像装置の内部構成を示すブロック図で
ある。
【図３】第１の自動分類記録処理の流れを示すフローチャートである。
【図４】第１の自動分類記録処理の流れを示すフローチャートである。
【図５】登録処理１の流れを示すフローチャートである。
【図６】登録処理２の流れを示すフローチャートである。
【図７】更新処理１の流れを示すフローチャートである。
【図８】更新処理２の流れを示すフローチャートである。
【図９】メモリカードに記録されている被写体の例を示す図である。
【図１０】撮像された被写体をメモリカードに記録することを説明する図である。
【図１１】撮像された被写体をメモリカードに記録することを説明する図である。
【図１２】撮像された被写体をメモリカードに記録しないことを説明する図である。
【符号の説明】
【００７２】
１　撮像装置
１１　ＣＰＵ
１２　ＲＯＭ
１３　ＲＡＭ
１４　操作部
１５　表示部
１６　記憶部
１７　通信部
１８　撮像部
１９Ａ　カードスロット
１９Ｂ カードスロット
２０　バス
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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